
 
桜
は
終
盤
を
迎
え
、
新
緑
の
燃
え
る
季
節
に
。
太

平
記
も
「
元
弘
の
乱
」
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
近
づ

い
て
き
ま
し
た
。
後
醍
醐
天
皇
は
手
に
汗
握
る
隠
岐

脱
出
劇
を
経
て
船
上
山
へ
。
い
よ
い
よ
、
全
国
規
模

の
大
動
乱
で
す
。
読
む
会
は
、
次
回
以
降
、
偶
数
月

か
ら

祝
日

を
除

く
毎

月
開

催
に

ス
ピ

ー
ド

ア
ッ

プ

さ
れ
ま
す
。
順
調
に
進
め
ば
最
終
回
は
３
年
後
の
２

０
２

２
年

８
月

の
予

定
。

参
加

者
も

一
人

ふ
え

て
、

会
員
の
現
在
数
は
１
３
名
に
な
り
ま
し
た
。
 

◇
こ

の
日

読
ん

だ
箇

所
の

概
要

は
次

の
通

り
で

す
。 

 

（
一
）

 出
羽
入
道
吉
野
を
攻
む
る
事
 

（
二
）

 村
上
義
光
大
塔
宮
に
代
は
り
自
害
の
事
 

幕
府
勢
、
大
塔
宮
の
吉
野
を
落
す

（
ｐ
３
２
１
～
３
２
９
）
 

 
幕

府
上

洛
軍

の
う

ち
二

階
堂

道
蘊

の
軍

勢
は

大
塔

宮
の

籠

る
吉
野
を
攻
め
た
。
吉
野
執
行
の
手
引
き
に
よ
る
搦
め
手
か
ら

の
攻
撃
を
受
け
て
、
宮
勢
は
総
崩
れ
。
村
上
義
光
父
子
が
敵
に

当
た
る
間
に
、
宮
は
か
ろ
う
じ
て
高
野
山
に
逃
れ
た
。
 

（
三
）
千
剣
破
（
千
早
）
城
軍
の
事
 

幕
府

軍
、
千

早
城
水

源
攻

撃
に

失
敗

（
ｐ

３
３
２

～
３

３
７

） 

 
楠

正
成

の
籠

る
天

険
の

千
早

城
を

攻
め

あ
ぐ

ね
た

幕
府

軍

は
、
水
源
を
断
つ
作
戦
に
出
た
。
し
か
し
、
豊
富
な
城
内
貯
水

で
効
果
な
く
、
逆
に
水
源
で
待
ち
か
ま
え
る
兵
を
急
襲
さ
れ
て

大
敗
し
、
持
久
戦
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
長
引
く
包
囲
で
陣
中

の
士
気
は
ゆ
る
む
ば
か
り
。
 

正
成

、
攻
城

用
の
橋

を
焼

き
落

と
す

（
ｐ

３
４
１

～
３

４
４

） 

 
幕
府
軍
は
最
後
の
手
段
と
し
て
、
京
都
か
ら
大
勢
の
大
工
を

呼
び
寄
せ
て
、
千
早
城
を
隔
て
る
深
い
谷
に
長
い
橋
を
架
け
た
。

正
成
は
投
げ
松
明
と
油
飛
ば
し
で
応
戦
、
猛
火
に
包
ま
れ
た
橋

は
渡
る
途
中
の
兵
も
ろ
と
も
、
谷
底
に
落
ち
て
い
っ
た
。
城
の

周
辺
に
は
大
塔
宮
が
指
図
す
る
野
伏
が
群
が
り
、
包
囲
軍
へ
の

補
給

兵
や

落
ち
武

者
を

襲
っ

て
、
武
具

、
衣
類

を
強
奪

し
た

。 

（
四
）

 義
貞
綸
旨
を
賜
る
事
 

新
田
義
貞
、
前
線
を
離
脱

（
ｐ
３
４
４
～
３
４
８
）
 

 
幕
府
軍
に
従
軍
し
て
い
た
新
田
義
貞
は
、
倒
幕
の
兵
を
挙
げ

る
こ
と
を
決
意
し
て
、
執
事
の
船
田
義
昌
に
大
塔
宮
令
旨
の
入

手
を
命
じ
た
。
船
田
は
金
剛
山
周
辺
に
潜
む
宮
方
の
野
伏
を
通

じ
て
首
尾
よ
く
令
旨
を
入
手
。
開
い
て
み
る
と
綸
旨
だ
っ
た
の

で
、
義
貞
は
感
激
し
、
仮
病
を
装
っ
て
本
国
に
帰
っ
た
。
 

※
葛
木
の
高
間
の
山
 
「
千
剣
破
城
軍
の
事
」
の
項
に
、
こ
ん

な
落
首
が
載
っ
て
い
る
（
ｐ
３
４
０
）
。「

余
所
に
の
み
見
て
や

休
み

な
む
葛
木

の
高

間
の

山
の
峰

の
楠

」
。

幕
府

軍
は

楠
の

城

を
見

上
げ

て
い

る
だ

け
で

終
わ

る
の

だ
ろ

う
か

、
と

い
う
意

。

「
葛
木
」
は
金
剛
山
の
事
。
当
時
は
、
金
剛
・
葛
城
の
山
並
み

を
一
括
し
て
「
葛
城
山
」
と
呼
び
な
ら
わ
し
て
い
た
。
そ
の
大

和
側
中
腹
に
高
間
と
い
う
土
地
が
あ
り
、
討
幕
派
武
士
、
高
間

氏
の
本
拠
だ
っ
た
。
吉
野
を
逃
れ
た
大
塔
宮
は
金
剛
山
地
に
潜

み
、
彼
ら
の
支
援
と
楠
と
の
連
携
で
倒
幕
活
動
を
続
け
た
。
 

（
五
）
赤
松
義
兵
を
挙
ぐ
る
事
 

赤
松
円
心
、
摩
耶
に
進
出

（
ｐ
３
４
９
～
３
５
１
）
 

 
苔
縄
城
に
挙
兵
し
た
円
心
は
、
船
坂
峠
の
戦
い
で
三
石
の
伊

東
氏
を
味
方
に
つ
け
山
陽
道
を
抑
え
る
こ
と
に
成
功
。
す
ぐ
東

に
転
じ
て
、
摂
津
の
摩
耶
山
を
京
都
攻
撃
の
基
地
と
し
た
。
 

（
六
）

 土
居
得
能
旗
を
揚
ぐ
る
事
 

伊
予
で
も
倒
幕
蜂
起

（
ｐ
３
５
１
～
３
５
２
）
 

 
伊
予
の
名
族
河
野
氏
の
庶
家
、
土
居
氏
と
得
能
氏
が
倒
幕
に

立
ち
上
が
っ
た
。
長
門
探
題
の
北
条
時
直
が
討
伐
に
向
か
っ
た

が
、
星
岡
（
現
松
山
市
）
の
合
戦
に
敗
れ
行
方
不
明
に
な
っ
た
。
 

（
七
）

 船
上
臨
幸
の
事
（
ｐ
３
５
２
～
３
６
０
）
 

 
後
醍
醐
天
皇
は
、
寝
返
っ
た
警
固
の
武
士
の
手
引
き
で
隠
岐

を
脱
出
、
隠
岐
守
護
佐
々
木
清
高
の
海
上
追
尾
も
振
り
切
っ
て
、

名
和
湊
に
上
陸
し
た
。
 

（
八
）

 長
年
御
方
に
参
る
事
（
ｐ
３
６
０
～
３
６
３
）
 

 
天
皇
は
、
上
陸
地
点
で
名
和
長
年
が
頼
れ
る
人
物
で
あ
る
こ

と
を
聞
き
出
し
、
同
行
の
千
種
忠
顕
を
通
じ
て
助
力
を
申
し
入

れ
る
。
長
年
は
一
族
と
協
議
の
上
、
受
け
入
れ
て
、
即
座
に
船

上
山

に
天

皇
を
導

き
上

げ
、
守
護
方

の
奪
還

攻
撃

に
備

え
た

。 

（
九
）

 船
上
合
戦
の
事
（
ｐ
３
６
３
～
３
６
７
）
 

 
隠

岐
守
護
佐
々
木
清

高
は

た
だ

ち
に

船
上

山
攻

撃
に
移
っ

た
が
、
天
険
を
頼
む
名
和
一
族
の
応
戦
に
退
け
ら
れ
た
。
天
皇

の
許

に
は

出
雲
守
護
佐
々
木

高
貞

は
じ

め
近

国
の
武

士
が

続
々
馳
参
。
山
陰
の
幕
府
方
守
護
は
敵
味
方
に
分
裂
し
た
。
 

太平記を読む会第７回例会 

２０１９年４月１５日 

第 9巻輪読予定ページ(6月 17日) 

１）３５先朝船上～３８返されけり。 

２）３８その後～４１下されける。 

３）４３さる程に～４７早められける。 

４）５０さる程に～５２盛りをなせり。 

５）５６さる程に～６０移しける。 

６）６４東寺へは～６７謀なり。 

７）７０糟屋三郎～７７世の中なり。 

８）７７さる程に～８０仕りける。 

９）８２さる程に～８５相待ちける。 

１０） ８５越後守は～８８臥したりけれ。 

１１） ９２血は～９４なかりけり。 

１２） ９５さる程に～９６付きにける。 


